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世界へ広がる外ヶ浜の絆世界へ広がる外ヶ浜の絆
〜台湾・台北市で異文化を体験し、姉妹校を締結〜〜台湾・台北市で異文化を体験し、姉妹校を締結〜

　外ヶ浜町では、中学生が異文化に触れ、豊かな感性を育むことを目的とした「中学生海外派遣事業」を

実施しています 。この事業は、町に寄せられた「教育のために」という温かい寄附金をきっかけに始まり、
今年度で 3 回目を迎えました 。
　１月６日から９日までの３泊４日、町内の中学２年生（蟹田中学校 18 名）が台湾を訪れ、現地学生との交
流や名所巡りを通じて、国際的な視野を広げる貴重な体験をしました 。

　歓迎式典では、楊校長が日本語で「皆
さん台湾にようこそ」とあいさつされ、温
かい歓迎を受けました。
　外ヶ浜町からは、団長の五十嵐教育長
があいさつし、今回、明徳中学校と外ヶ
浜町の中学校との姉妹校締結が実現した
ことへの喜びと、今後も幅広い分野で協
力していきたいとの思いを伝えました。 
　協定書には義務的な内容は設けず、Ｓ
ＤＧｓや健康など双方の共通目標に向け
て「できることから始めていく」ことを確
認しました。

令和 7 年度 中学生海外派遣事業令和 7 年度 中学生海外派遣事業

　2 日目から本格的な研修が始まり、訪問先は昨年に続き台北市立明徳中学校で、全校生徒 1,100 人を
超える大規模校です。 
　校門前では楊

よう

校長をはじめ、多くの先生方が台湾と日本の国旗を振って歓迎してくれました。

明徳中学校では、

 1 月 7 日を「外ヶ浜
の日」と制定したそ

うです !!
▲▲楊校長と五十嵐教育長楊校長と五十嵐教育長

● 歓迎式典と姉妹校締結式

台北市立明徳中学校との交流台北市立明徳中学校との交流
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　体育のような形式で、体を使ってテーマを表現す
る独創的な授業です。日本ではあまり見られない
内容に、生徒たちは戸惑いながらも、仲間と協力
しながら積極的に取り組みました。 
　授業の終盤には、外ヶ浜町の生徒から「むーもん」
のクリアファイルとボールペンを贈呈しました。

　英語のみで授業が進められました。中国語や日
本語は使わず、英語で互いの文化について紹介し合
い、ディスカッションを行いました。 
　異なる文化を持つ仲間と協力する楽しさや、多様
な考え方に触れる貴重な機会となりました。

　南国らしい高い樹木に囲まれた広い中庭では、
生徒たちがのびのびと過ごしていました。すれ違う
生徒たちは笑顔で「こんにちは」と日本語であいさ
つをしてくれ、その温かさに台湾の方々の親しみや
すさを感じました。 
　午後は４～５人のグループに分かれ、地元の大学
生とともに台北市内で自主研修を行いました。自ら
考え行動する力を育む実践の場となりました。

▲▲英語を使った交流授業英語を使った交流授業▲▲表現技術の授業表現技術の授業

● 表現技術の授業 ● 英語授業

● 校内見学と自主研修

交流授業と校内見学交流授業と校内見学

▲▲これから研修に出発しますこれから研修に出発します

▲▲台北で最も古い寺院の「龍山寺」台北で最も古い寺院の「龍山寺」 ▲▲南国らしい雰囲気の明徳中学校南国らしい雰囲気の明徳中学校
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◆ 最後に
　今回の交流を通して、生徒たちは国際的な視野を広げ、異文化に対する理解と関心を深めること
ができました。「帰りたくない」「また台湾に来たい」という声も聞かれ、今回の研修がいかに充実
したものであったかがうかがえます。 
　この経験が、生徒一人ひとりの将来につながる貴重な財産となることを願っています。

　今年度から初めて実施する天
てんとう

燈上げ体験を行いました。十
じゅうふん

分では、１年中天燈上げ体験を行っており、元々
は、農村地帯で先祖に五穀豊穣を願う行事から始まったそうです。子孫繁栄や個人的な願いを込めるようにな
り、現在では観光客が集まり、町おこしとして成功しています。
　生徒たちは思い思いの願いを込め、スタッフの掛け声で天燈を空に上げました。願い事を書いた、たくさん
の天燈が空へ舞い上がる様子はとても幻想的な景色でした。

　中国歴代王朝の貴重な美術品を鑑賞し、本物の
文化遺産に触れる体験となりました。
　残念ながら「翠玉白菜」や「肉形石」は出張展
示中でしたが、豊かな芸術文化を間近で感じるこ
とができました。

　国のために身を尽くし犠牲となった人たちを祀る
施設です。
　日本も台湾の歴史の一部に関わってきたことを深
く認識し、これからの台湾との向き合い方を改めて
考えさせられる機会となりました。

台湾の名所巡り台湾の名所巡り

● 忠烈祠 ● 国立故宮博物院

● 十分での天燈上げ体験

▲▲忠烈祠の前で記念写真忠烈祠の前で記念写真

▲▲願い事を書く生徒達願い事を書く生徒達▲▲飛び立とうとする天燈飛び立とうとする天燈

▲▲国立故宮博物院国立故宮博物院
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　　1 番の楽しみの西門通りに行き、最初は、POP 

MART に行こうと思いましたが、探してもないの

で他のお店に行ってぬいぐるみを買いました。出

てちょっと歩いたところに POP MART があって、

お金を無駄にしました。

　POP MART で定価で買えるぬいぐるみやフィ

ギュアを買いました。日本だと転売されている物

だったので定価で買うことができて良かったです。　

　たくさん買えて良かったです。

蟹田中　野坂琉愛 さん

参加した生徒たちの感想参加した生徒たちの感想
～今回の研修に参加した生徒たちの感想を紹介します～

　　
　　現地の大学生と自主見学を行いました。私たちの

班は、さまざまなお店を巡ったり、台北 101 に行っ

たり、夜市でご飯を食べたりしました。

　お土産として、台湾ならではのお菓子や雑貨を購

入することができ、とても満足しています。中でも

特に印象に残っているのは、台北 101 です。台北

101 の 89 階からの眺めはとても素晴らしく、多

くの建物や山が見え、空もとても綺麗でした。

　また、夜市では通化夜市と寧夏夜市の 2 つを訪

れることができました。日本にはない屋台の並び方

や雰囲気がとても新鮮で、夏祭りを思い出しました。　　　

　どの食べ物もとてもおいしく、台湾の食文化の魅

力を感じることができました。

蟹田中　鈴木このか さん

　　
　　私は英語の授業をしました。明徳中学校の生徒は男

女関係なく楽しみながら授業に取り組んでいて私まで

楽しくなりました。明徳中学校の皆はとても優しく日

本語を話している子がいておどろきました。

　そして終わったら感想を言いました。感想を言った

人にはマグカップやお守りをもらいました。

蟹田中　蝦名結菜 さん

　　
　　台湾の学校に交流に行きました。そこではタピオ

カを頂いたり、そこの中学生と一緒に授業を受けた

りいろんなことをしました。

　自分の知らない世界にとても驚いたけど、楽し

かったです。その後はいろんな所を観たり、お土産

を買ったりしました。

蟹田中　小嶋悠斗 さん

　　
　　今回の海外研修を通して、台湾の文化や生活、日本

との違いを実際に体験し、多くのことを学ぶことがで

きました。

　言葉や文化が違っても、相手を理解しようとする気

持ちが大切であることや、自分の視野を広げることの

大切さを実感しました。

蟹田中　田中莉亜 さん

　　
　　ランタンを空に飛ばしました。とても綺麗に飛んで

いったので願いが叶ったらいいなと思います。

　他には衛兵の交代式を見ました。全員がピシッと

揃っていてかっこよかったです。周りの建物も映画

みたいな綺麗な建物ばかりで異世界みたいでした。楽

しい時間でした。

　初めての海外で緊張しましたが台湾はとても楽しく

てたくさんの思い出ができました。機会があればまた

行ってみたいです。

蟹田中　對馬良夢 さん

▲▲衛兵の交代式衛兵の交代式

▲▲タピオカミルクティーで乾杯タピオカミルクティーで乾杯

▲▲寧夏夜市の様子寧夏夜市の様子
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　　明徳中学校と交流しました。明徳中学校の人たちは

凄く明るく、授業も一緒に受けました。

　私達の班は英語の授業を受けましたが、それは難し

かったです。内容は日本と似ていました。

　日本と違ったのは、教室に先生が来るのではなく、

自分達で先生のいる教室に行くスタイルでした。

　そして給食を食べました。日本の給食とは、全然違

い、苦手な味でした。やっぱり日本のご飯は、美味し

いんだなと思い知らされました。

蟹田中　工藤慧美 さん

　　
　　台北市内を歩き回る自主研をしました。台北市内

を歩いて驚いたことは屋台がたくさんあることと日

本にあるコンビニがあること、後はバイクがたくさ

ん走っていることです。

　他にもところどころ日本の文化もたくさんあった

り日本にはない独特で面白い文化が見れて本当に台

湾に行って良かったなと思いました。

蟹田中　金澤颯人 さん

　　
　　小籠包を初めて食べました。初めてでしたが、と

ても暖かく、とても美味しかったです。食べ終わっ

た後、ランタンのところへ行きました。

　願い事をランタンに書き、空へ飛ばしました。ラ

プンツェルのようで、とてもロマンがありました。

蟹田中　森凛羽 さん

　　
　　私はこの海外研修を振り返って、もっと他の国のこ

とを知ろうと思ったし、言葉も知ろうと思いました。

 そうしたら、心から楽しんで台湾旅行をできたと思

います。英語は共通語なので、話したら、明徳中学校

と仲良くできたかもしれません。英語の苦手意識をな

くせるように、頑張っていきたいです。

　それと私はあまり日本の環境と外国の環境が違い、

全然慣れていなかったのですぐ馴染めるように、コ

ミュ力も上げていきたいです。

蟹田中　小林春陽 さん

　　
　　国立故宮博物館を出た後は昼食で小籠包とサン

ラータンを食べました。サンラータンは少し酸味が

効いていてとても美味しかったです。

　その後はエコ天燈上げ体験をしました。天燈には

願いを書いて空に放ちます。上手く飛ばすことが出

来れば願い事が叶うと言われているそうです。

　上手くあげることが出来たので願いが叶ってほし

いです。

蟹田中　角田愛翔 さん

　　
　　4 日目は日本に帰る日でした。少しずつ台湾の生活

に慣れてきていたので、帰るのはとても寂しかったで

す。私たちのことをサポートしてくれたり、台湾の特

色などを面白く教えてくれたりたくさんリュウさんに

はお世話になりました。

　この旅でたくさんの思い出や学びを得ることがで

き、台湾に行って良かったと思いました。

蟹田中　石岡愛彩 さん

▲▲別れを惜しむ子どもたち別れを惜しむ子どもたち

▲▲十分での天燈上げ体験十分での天燈上げ体験

▲▲明徳中学校の生徒と一緒に昼食明徳中学校の生徒と一緒に昼食

▲▲おいしい小籠包も食べましたおいしい小籠包も食べました
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　　台湾でお世話になったリュウさんや、明徳中学校

の皆さん、ホテルの方、日本語で話しかけてくれた

お店の店員さん、笑顔で話しかけてくれた年配の方、

台湾で出会った全ての人に感謝を申し上げたいです。

　人と出会い、触れ合うことがこんなにも喜びを感

じ、自分を変えることになるなんて、台湾を訪れて

いなかったら分からなかったと思います。

　今回の出会いに感謝して、これからも日本中、世

界中を周り、たくさんの出会いを経験して成長して

いきたいです。

蟹田中　小笠原樹 さん

　　
　　建物が基本的に高くて少し古めで歩くのが凄く楽し

かったです。お寺のお参りはみんな真面目にやってい

て少しふざけながらやるとジロジロ見られるらしいで

す。おみくじの引き方も日本とは全然違い、新感覚で

した。

　夜市は日本とは違う雰囲気で食べ物もおいしかった

です。大学生の人も色んな台湾のことについて教えて

くれて優しい人で嬉しかったです。日本では出来ない

体験がたくさんで、ものすごく楽しかったです。他の

国にも行ってみたいなと思いました。

蟹田中　沼田葵 さん

　　
　　台湾の歴史を学んだり、ランタン上げをしました。

台湾の歴史は少し難しかったですが ､ 日本では知るこ

とのできない ､ 見ることのできない体験をさせてもら

いました。

　ランタン上げでは自分の願いを筆で書いて空に上げ

ました。日本ではあまりできないと思うので貴重な体

験になりました。

蟹田中　田中愛恵 さん

　　
　　台湾の明徳國中学校と姉妹校の締結をしました。明

徳國中学校の人たちは、優しい人たちが多かったです。　

　校内はとても広く移動する時にとても大変で、自分

たちの学校とは差がすごくありました。台湾では、親

が共働きをしている家族が多いので部活がなく昼ご飯

を食べた後は昼寝をすると言う文化が学校でも会社で

もある事にびっくりしました。

蟹田中　蝦名なずな さん

　　
　　全体を通して学んだことが 2 つあります。一つ目

は台湾の人たちは日本に友好的だということです。

　行く前は嘘だろうと信じていませんでしたが、本

当に友好的で初めての海外旅行は台湾がベストだな

と思いました。

　二つ目は台湾での食べ過ぎにはご注意だというこ

とです。僕は色々食べ過ぎて、本来食べたかったも

のがあまり食べれなかったのが悔しかったです。

　このように台湾ではたくさんの経験をすることが

できて本当に良かったです。

蟹田中　尾野颯海 さん

　　
　　台湾は危険みたいな印象はあったけど、全然危険

ではなったです。

　スリにあったり、事故に遭いそうになったりなど

もなく安全に過ごすことができました。ガイドさん

も良い方で、楽しく回れたのはガイドさんのおかげ

でもあるなと感じました。

　日本語が上手な方で、台湾のことを詳しく教えて

もらったり、豆知識などを教えてくれました。台湾

に詳しくなれた気がしました。有意義な研修になっ

たのでよかったです。

蟹田中　最上このは さん

▲▲明徳中学校で大歓迎してくれました明徳中学校で大歓迎してくれました

▲▲台日友好！台日友好！

▲▲プレゼントを渡しましたプレゼントを渡しました
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の
田
ん
ぼ
を
手
伝
っ
た

り
、
木
材
店
で
木
を
切
っ
て
働
く

TOWN TOPICSまちの話題

■　
退
職
民
生
委
員
・
児
童

退
職
民
生
委
員
・
児
童

　
　
委
員
感
謝
状
伝
達
式

　
　
委
員
感
謝
状
伝
達
式

　

１
月
30
日
（
金
）、
役
場
本
庁

に
お
い
て
、
退
職
民
生
委
員
・
児

童
委
員
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
山
﨑
町
長
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
感
謝
状
（
勤
続
６
年
以
上
退

職
）、
県
知
事
感
謝
状
（
勤
続
３

年
以
上
退
職
）
が
７
名
の
方
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

退
職
さ
れ
た
方
々
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
が
残
る
中
で
も
、
地
域
の

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

な
ど
、
地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
心
よ
り

感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
長
い

間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

な
ど
、
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
き

た
そ
う
で
す
。

　

大
好
物
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
、
現
在
暮
ら
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
き
が

い
の
里
で
は
、
食
器
拭
き
や
ふ
き

ん
畳
み
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
そ
う

で
す
。

　

100
歳
到
達
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
！

ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
外
ヶ
浜

町
が
ペ
タ
ン
ク
の
試
合
会
場
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
月
第

４
金
曜
日
に
ペ
タ
ン
ク
の
体
験
・

交
流
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

室
内
用
ペ
タ
ン
ク
の
貸
出
も
常

時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

外
ヶ
浜
町
中
央
公
民
館

☎
0
1
7
4
-22
-3
1
7
5

町
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

☎
0
1
7
4
-31
-1
2
3
3　

▲感謝状を持つ宮本日出子さん（写真左）▲感謝状を持つ宮本日出子さん（写真左）
張山英子さん（写真右）張山英子さん（写真右）

▲顕彰状を持つ𠮷田ハルヱさん▲顕彰状を持つ𠮷田ハルヱさん

▲参加者みんなで記念撮影▲参加者みんなで記念撮影

▲真剣な表情でボールを投げる参加者▲真剣な表情でボールを投げる参加者
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■　
三
内
丸
山
遺
跡
に

三
内
丸
山
遺
跡
に

　
　
行
っ
た
モ
ン
♥

　
　
行
っ
た
モ
ン
♥

　

大
平
山
元
遺
跡
展
示
施
設
む
ー

も
ん
館
と
大
平
山
元
遺
跡
も
り
あ

げ
隊
は
、
遺
跡
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、

「
三
内
丸
山
縄
文
冬
祭
り
」
２
日

目
の
２
月
１
日
（
日
）
に
大
平
山

元
遺
跡
の
パ
ネ
ル
展
及
び
「
む
ー

も
ん
館
」
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
商
品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
内
丸
山
遺
跡
の
ス
タ
ッ
フ
に

も
大
平
山
元
遺
跡
の
解
説
を
聞
い

て
も
ら
い
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
交

流
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

TOWN TOPICSまちの話題

■　
町
民
町
民
ス
ケ
ー
ト
体
験　

ス
ケ
ー
ト
体
験　
inin
県
営
ス
ケ
ー
ト
場

県
営
ス
ケ
ー
ト
場

　

１
月
９
日
（
金
）、
14
日
（
水
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
青
森
県
営

ス
ケ
ー
ト
場
に
て
「
ス
ケ
ー
ト
体

験
」
が
行
わ
れ
、
町
民
15
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
怖
が
っ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も
、
滑
っ
て
い
る
う
ち
に
コ

ツ
を
掴
み
、
最
後
に
は
１
人
で
滑

れ
る
よ
う
に
な
る
姿
も
み
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
親
子
で
手
を
取
り

■　
大
平
山
元
遺
跡
を

大
平
山
元
遺
跡
を

　
　
　
東
京
で
Ｐ
Ｒ
！

　
　
　
東
京
で
Ｐ
Ｒ
！

　

1
月
25
日
（
日
）、
東
京
都
千

代
田
区
に
あ
る
有
楽
町
朝
日
ホ
ー

ル
に
て
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文

遺
跡
群
の
価
値
や
魅
力
の
浸
透
を

目
的
と
し
た「
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

縄
文
遺
跡
群
の
価
値
や
魅
力
を

紹
介
し
た
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
約

600
人
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
の
ロ
ビ
ー
で

は
、
各
遺
跡
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
東
京
の
方
々
に
「
大
平

山
元
遺
跡
」
を
知
っ
て
も
ら
う
大

変
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

合
っ
て
練
習
す
る
微
笑
ま
し
い
光

景
も
み
ら
れ
、
地
域
の
絆
が
深
ま

る
、
冬
な
ら
で
は
の
活
気
あ
ふ
れ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ま
た
行
き
た

い
」「
転
ん
で
も
楽
し
か
っ
た
」

と
い
っ
た
嬉
し
い
声
が
寄
せ
ら

れ
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
存

分
に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

▲転んでも笑顔！　冬の思い出作り▲転んでも笑顔！　冬の思い出作り

▲パネル展示の様子▲パネル展示の様子

▲商品販売の様子▲商品販売の様子

▲ＰＲブースの様子▲ＰＲブースの様子

▲会場の様子▲会場の様子
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TOWN INFORMATIONまちのお知らせ

【お問合せ】　外ヶ浜町役場住民課　☎ 0174-31-1222
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TOWN INFORMATIONまちのお知らせ

令和８年度 外ヶ浜町後期高齢者歯科口腔健診協力医療機関令和８年度 外ヶ浜町後期高齢者歯科口腔健診協力医療機関
＊事前に希望の医療機関で予約をしてから受診となります。
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▲県ホームページ▲県ホームページ

TOWN INFORMATIONまちのお知らせ

　　　　～引っ越しされる皆さんへ～～引っ越しされる皆さんへ～
自動車の引っ越し手続きも忘れずに自動車の引っ越し手続きも忘れずに

　自動車税種別割の納税通知書は、原則として自動車検査証に記載されている住所にお送りしてい
ます。引っ越し等で住所が変わったときには、運輸支局等において住所の変更登録の手続きが必要
となります。
　すぐに変更登録ができない場合は、町役場の窓口に備え付けの専用チラシ等により県税事務所に
ご連絡をいただければ、納税通知書を新しい住所にお送りすることができます。
　また、県庁ホームページ県税・市町村税インフォメーションの中の「自動車税
種別割住所変更届」からも、自動車税種別割の住所変更の届出をすることができ
ます。
　事務処理の都合上、４月上旬までにご連絡をお願いします。

【お問合せ】　青森県中央県税事務所　課税第三課　☎ 017-734-9974

令和８年度用ごみ収集カレンダーについて令和８年度用ごみ収集カレンダーについて
　令和８年３月中旬に令和８年度のごみ収集カレンダーを毎戸配布いたします。各ごみの収集日や
ごみの出し方については配布されたごみ収集カレンダーをご確認ください。
　これまでも何度もお願いしておりますが、ごみ出し時に可燃ごみの中に不燃物等（空き缶・乾電池・
金属類）の混入がないよう、また、資源ごみは充分に洗って乾かした後に出すようにしてください。
　住みよい生活環境のために、皆さまのご協力をお願いします。

【お問合せ】　外ヶ浜町役場住民課　☎ 0174-31-1222

農業研修説明会を開催します農業研修説明会を開催します
　青森市農業振興センターでは、将来の担い手農業者を育成するため、野菜や花きの栽培の基礎を
学ぼうとする農業研修生を受け入れています。農業研修を受けたいかたは、本説明会にお越しくだ
さい。
■日　　時　4 月 1 日（水）13：30 ～
■場　　所　青森市農業振興センター　研修室
■対　　象　通所できる 65 歳以下で、就農を目指すかた、農業の基礎を学びたいかたなど
■申込方法　説明会への参加は事前申込不要です。

【お問合せ】　青森市農業振興センター（青森市四戸橋字磯部 243-319）
　　　　　　☎ 017-754-3596（土・日曜日を除く 8：30 ～ 17：00）

環境にやさしい農業に取り組んで、「みどり認定」を受けましょう環境にやさしい農業に取り組んで、「みどり認定」を受けましょう

　みどりの食料システム法に基づき、土づくりと化学肥料・化学農薬の使用低減
などに取り組む農業者を認定「みどり認定」しています。認定を受けると、設備
投資の税制優遇や国庫補助事業の採択優遇などのメリットがあります。
　申請・お問合せは、青森県東青農林水産事務所にご相談ください。

【お問合せ】　東青農林水産事務所（農業普及振興室・林業振興課）
　　　　　　☎ 017-734-9960　メール hi-nosui@pref.aomori.lg.jp ▲農林水産事務所▲農林水産事務所

ホームページホームページ
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有
料
広
告

TOWN INFORMATIONまちのお知らせ
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TOWN INFORMATIONまちのお知らせ

有
料
広
告

ファミリーマートさん
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有
料
広
告

TOWN INFORMATIONまちのお知らせ

未経験者・無資格者でも歓迎します！
募集職種：看護職員（正・准）・介護員・介護助手
勤 務 地：特別養護老人ホームなかやま荘（今別町）

社会福祉法人　双樹苑 青森県東津軽郡今別町大字今別字西田 248 番地 205
お問合せ先：☎ 0174 ｰ 35 ｰ 3961

スタッフを募集します （急募）
パート職員大歓迎！

お気軽にお電話ください。

有料広告掲載しませんか？（求人・イベント周知など ...）有料広告掲載しませんか？（求人・イベント周知など ...）

お問い合わせ先
外ヶ浜町役場　企画政策課　☎ 0174-31-1214

　広報そとがはまでは、町民サービスの向上と企業や
商店等による事業活動の活性化を支援するため、有料
広告を募集しています。
　詳しくは、下記のお問い合わせ先までご相談ください。

正社員募集中 !!正社員募集中 !!
【雇用形態】正社員
【求人数】１人（高校卒業以上）
【必要な知識、技能等】普通自動車免許（必須）
【お問合せ】外ヶ浜漁業協同組合　

　　　　　東津軽郡外ヶ浜町平舘今津尻高 15-3　　　　　  
　　　　　☎ 0174-25-2322
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HEALTH INFORMATION健康情報

【お問合せ】　町役場福祉課　☎ 0174-22-2941/ 町地域包括支援センター　☎ 0174-22-3380　

知って得するプチ情報が満載！！

包括通信包括通信

～心も身体もいきいき健康～ 健康アドバイス健康アドバイス

栄養ワンポイントアドバイス栄養ワンポイントアドバイス
～春に向けて、睡眠と腸内環境を整えよう～

①睡眠を整えて、体のリズムを作ろう
    決まった時間に寝たり、起きたりすることは、自律神経を整える基本です。寝る前はスマートフォ
ンを控え、照明を少し暗くしてリラックスする時間をつくりましょう。入浴や温かい飲み物で体を
温めると、眠りに入りやすくなります。質のよい睡眠は、疲れを回復させるだけでなく、体調を安
定させる土台になります。

②腸内環境を整えて、内側から元気に
    腸は体調や気分に大きく関係しています。ヨーグルトや納豆などの発酵食品や、野菜やきのこ、
海藻などの食物繊維を意識して取り入れ、よく噛んで食べることを心がけましょう。水分をしっか
りとり、規則正しい食事を続けることで、腸の動きも整いやすくなります。腸が元気になると、体
全体の調子も上向いていきます！

　ヤングケアラーとは、病気や障がいのある家族の世話や介護を日常的に行っている子どもや若者
のことです。本来、大人が担うべき家事や家族の世話を過度に行うことで、学業や友人関係、就業
などに影響が出ることが懸念されています。

●地域包括支援センターの役割●
　第９期介護保険事業計画における厚生労働省の基本指針にて、
ヤングケアラーを含めた家庭における介護の負担軽減のための
取組を進める重要性が示されました。
　地域包括支援センターでは、総合相談支援機能を活用して、
障がい・児童などの他分野や関係機関との連携を図りながら、
包括的に支援していくことになります。
　家族の介護に関することは地域包括支援センターにご相談ください。 ▲ヤングケアラーの例

（厚生労働省リーフレットより抜粋）

気づき
あなたの大切な人の様子に気づきましょう。
「眠れない、食欲がない、口数が少なくなった。」など

声がけ
勇気を出して声をかけましょう。
「どうしたの？つらそうだね・・・。よかったら、話して・・・。」など

傾聴
真剣な態度で心から寄り添い受け止めましょう。
否定したり励まさず。「話してくれてありがとう。」と伝える。

つなぐ 必要な支援につなげる。（専門家の相談をうながす。）

見守り あたたかく、寄り添いながら、じっくり見守る。

３月は自殺対策強化月間です
あなたの声がけで救える命があります　～まわりの方へ接する際の参考にしましょう～
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むーもん館だより　第１１号
～大平山元遺跡にいた人たちにも節目のイベントはあったの？？～

外ヶ浜町教育委員会社会教育課世界遺産対策室　☎０１７４－３１－１２３６

　３月は出会いと別れの季節と言われており、卒業式や入社式などの人生の節目となるイベント
が行われますが、大平山元遺跡にいた人たちにも節目のイベントはあったのでしょうか？
　文字のない縄文時代において、節目のイベントがどのようなものだったか考える上で重要とな
るのが歯が残っている人の骨です。歯が残っている人の骨同士を比べると、上の歯の犬歯だけが
抜けている人の骨が多くあることがわかりました。犬歯だけが抜けていることから、わざと歯を
抜いたのでしょう。また、15 歳前後以上の人の骨に多くみられることから、成人のイベントと
して歯を抜いたと考えられます。
　大平山元遺跡からは人の骨は見つかっておらず、歯を抜いたか分かっていませんが、もしかし
たら大平山元遺跡にいた人たちも成人のイベントとして歯を抜いていたかもしれませんね。

わざと
歯を抜くなんて

すごいモン♥

▲犬歯を抜いた人の骨（模式図）

毎年３月は「自殺対策強化月間」毎年３月は「自殺対策強化月間」
　厚生労働省では、毎年 3 月を「自殺対策強化月間」
として自殺防止に向けた集中的な啓発活動を実施し
ています。
　3 月は、進学や就職、異動など、生活環境が大き
く変化する時期です。心身に疲れがたまりやすく、
知らず知らずのうちにストレスを抱え込んでしまう
ことがあります。 
　もし、周りに「いつもと様子が違うな」と感じる
方がいたら、声をかけてみてください。あなたの温
かい一言が、誰かの支えになるかもしれません。 
　また、あなた自身が悩みを抱えているときは、一
人で抱え込まず、まずは専門の相談窓口にお話しし
てみませんか。
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われら！学校特命記者われら！学校特命記者    ~SCHOOL REPORT No.252~~SCHOOL REPORT No.252~

われら！われら！学校特命記者学校特命記者
　 　 SCHOOLSCHOOL  REPORTREPORT  No.252No.252
　　 「われら！学校特命記者！」は、町内の小・中学校から特命を受けた
　　 記者の皆さんが、学校生活の様子などを紹介するコーナーです。

今月の特命記者

蟹田中学校１年

田
たなか

中　莉
り お な

央菜

中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
、
あ

っ
と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
。
最

初
は
小
学
校
と
の
違
い
に
驚
く
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。
部
活
動
や
教

科
ご
と
に
変
わ
る
授
業
、
定
期
テ

ス
ト
な
ど
、
思
っ
た
よ
り
も
や
る

こ
と
が
多
く
て
最
初
は
慣
れ
ず
、

本
当
に
大
変
で
し
た
。

そ
ん
な
毎
日
の
中
で
も
、
入
学

式
の
時
に
立
て
た
「
テ
キ
パ
キ
行

動
す
る
」
と
い
う
目
標
を
常
に
意

識
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
少
し
ず
つ
周
囲
を
見
て
動
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

授
業
中
に
自
ら
発
表
し
た
り
、
先

生
の
手
伝
い
を
し
た
り
と
、
何
事

に
も
積
極
的
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
成
長
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

特
に
行
事
に
は
全
力
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
風
太
鼓
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
、
合
格
祈
願
会
も
印
象
深
い

で
す
が
、
一
番
頑
張
っ
た
の
は
初

め
て
の
文
化
祭
で
す
。
一
年
生
全

員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
役
割
に
責

任
を
持
ち
、
自
分
の
仕
事
を
最
後

ま
で
全
う
し
、
必
死
に
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
私
も

刺
激
を
受
け
、
ク
ラ
ス
の
た
め
に

動
く
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
二
年
生
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
「
忘
れ
物
を
減

ら
す
こ
と
」
と
「
生
活
に
メ
リ
ハ

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

リ
を
つ
け
て
行
動
す
る
こ
と
」
の

二
つ
を
完
璧
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。
先
輩
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
学
習
面
で
も
生
活
面

で
も
さ
ら
に
自
分
を
磨
い
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
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雪
か
き
で
上
か
ら
降
る
の
は
怪
物
だ

蟹
田
小
６
年　
宮
本　
樹
人

「「  

雪雪  

」」

特
選

題

じ
ゅ
に
あ
柳
壇
柳
壇

【
佳 

作
】

　

大
量
だ　

天
か
ら
積
も
る　

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト　

蟹
田
小
６
年　

對
馬　

大
尊

　

庭
の
木
々
雪
が
積
も
っ
た
雪
化
粧　
　
　
　
　

蟹
田
小
６
年　

村
上　

千
桜

　

雪
ま
る
め　

つ
ら
ら
に
の
せ
た
ら　

ア
イ
ス
だ
な　

蟹
田
小
６
年　

越
田　

凌
矢

　

き
れ
い
だ
な　

雪
が
ゆ
っ
く
り　

落
ち
て
ゆ
く　

蟹
田
小
３
年　

越
田　

葵
心

　

雪
だ
る
ま　

い
ろ
ん
な
形　

お
も
し
ろ
い　
　

蟹
田
小
２
年　

小
林　

美
月

　

雪
遊
び　

コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
リ　

ゆ
き
だ
る
ま　

蟹
田
小
３
年　

横
山　

未
奈

　

美
し
い　

津
軽
の
誇
り
は　

雪
景
色　
　
　
　

三
厩
小
５
年　

伊
藤　

楓
斗

　

ふ
わ
ふ
わ
と　

真
っ
白
な
道　

手
が
赤
い　
　

三
厩
小
５
年　

工
藤　
　

葵

　

ゆ
き
の
日
に
ゆ
き
か
き
す
る
マ
マ
た
い
へ
ん　
　

三
厩
小
３
年　

濵
谷　

樹
璃

　

雪
か
き
を
し
て
い
た
ら
す
ぐ
に
時
間
た
つ　
　

蟹
田
小
６
年　

舘
田
虎
汰
郎

　

雪
山
で
滑
り
落
ち
る
の
楽
し
い
な　
　
　
　
　
　

三
厩
小
６
年　

杣
谷　

美
咲

　

も
う
朝
か　

カ
ー
テ
ン
開
け
た
ら　

ま
っ
し
ろ
だ　

蟹
田
小
６
年　

小
林　

優
莉

　

雪
合
戦　

雪
を
投
げ
合
う　

小
学
生　
　
　
　

蟹
田
小
６
年　

仲
野　

莉
紗

　

真
っ
白
だ　

毎
日
降
る
雪　

き
れ
い
だ
な　
　

蟹
田
小
６
年　

神　
　

藍
子

　

雪
の
日
は
す
ご
く
大
変
雪
か
き
だ　
　
　
　
　

三
厩
小
３
年　

工
藤　

那
月

　

春
ま
で
だ　

雪
が
や
む
ま
で　

後
少
し　
　
　

蟹
田
小
６
年　

笹
原　

蒼
新

　

窓
み
た
ら　

雪
が
ふ
っ
て
る　

つ
も
る
か
な　

蟹
田
小
６
年　

横
山　

紗
奈

　

12
月
そ
ろ
そ
ろ
雪
が　

降
っ
て
く
る　
　
　
　

蟹
田
小
６
年　

山
上　

春
輝

　

雪
あ
そ
び
休
み
の
日
に
楽
し
く
あ
そ
ぶ　
　
　

三
厩
小
２
年　

唐
牛　

啓
吾

　

冬
の
季
節
雪
が
と
っ
て
も
い
っ
ぱ
い
だ　
　
　

三
厩
小
６
年　

牧
野　

凰
雅

【
軸 

吟
】
※
軸
吟
…
選
者
が
同
じ
題
で
詠
ん
だ
句
。

　

雪
が
降
る　

ヒ
ト
の
形
が
剥
き
出
し
に　
　

Ｓ
ｉ
ｎ

 

選 

評

　
　
　
お
か
じ
ょ
う
き
川
柳
社　
Ｓ
ｉ
ｎ

◆
特
選
の
句
。
外
ヶ
浜
町
も
今
シ
ー
ズ
ン

は
雪
が
集
中
的
に
降
り
ま
し
た
ね
（
汗
）

あ
ち
こ
ち
で
町
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
よ

う
な
感
じ
で
し
た
。
そ
の
悲
鳴
の
原
因
は

空
か
ら
降
っ
て
く
る
「
怪
物
」
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。
◆
秀
逸
「
地
に
降
り
る
･
･
･

」

そ
う
だ
よ
ね
。
雪
っ
て
仲
間
が
い
る
と
す

ぐ
積
も
り
だ
す
し
、
い
な
い
と
す
ぐ
溶
け

ち
ゃ
う
も
ん
ね
。
雪
が
溶
け
る
の
は
寂
し

い
か
ら
だ
っ
た
ん
だ
ね
。
◆
秀
逸
「
雪
が

降
る
･
･
･

」
篤
人
さ
ん
、
す
ご
い
ね
。「
悲

哀
」
や
「
乖
離
」
っ
て
言
葉
を
使
い
こ
な

す
な
ん
て
（
汗
）
最
後
の
「
乖
離
が
あ
る
」

を
う
ま
く
５
音
に
ま
と
め
て
く
れ
て
た
ら

特
選
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
◆
秀
逸

「
ひ
ら
ひ
ら
と
･
･
･

」
海
の
深
い
と
こ
ろ
で

は
マ
リ
ン
ス
ノ
ー
と
言
っ
て
、
雪
の
よ
う

な
も
の
が
降
り
注
い
で
い
る
ん
だ
っ
て
。

地
上
で
も
、
た
ま
に
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
な
大

き
い
雪
が
降
っ
て
く
る
け
ど
、
読
者
を
深

海
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
楽
し

か
っ
た
で
す
。
◆
秀
逸
「
い
と
こ
と
･
･
･

」

雪
で
ひ
よ
こ
を
作
っ
た
ん
だ
ね
。「
い
と

こ
」
や
具
体
的
な
数
字
が
良
か
っ
た
で
す
。

絵
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
◆
秀
逸
「
朝
の

山
･
･
･

」
冠
雪
し
た
山
を
「
寒
そ
う
」
と

心
配
し
て
い
る
ん
だ
ね
。
で
も
、
山
が
見

下
ろ
し
て
い
る
人
間
も
雪
に
埋
も
れ
て
寒

そ
う
っ
て
思
っ
て
る
か
も
し
れ
な
い
ね

（
笑
）
◆

【
秀 

逸
】

　

地
に
降
り
る　

仲
間
が
い
な
い
と　

す
ぐ
溶
け
る

蟹
田
小
６
年　

石
岡　

陸
大

　

雪
が
降
る　

幸
せ
と
悲
哀　

乖
離
が
あ
る

蟹
田
小
６
年　

宮
本　

篤
人

　

ひ
ら
ひ
ら
と　

く
ら
げ
の
よ
う
な　

雪
み
た
い

蟹
田
小
５
年　

沼
田　

大
和

　

い
と
こ
と
12
ひ
き
の
ひ
よ
こ
を
つ
く
っ
た
よ

三
厩
小
２
年　

工
藤　

沙
羅

　

朝
の
山　

雪
ま
み
れ
で　

寒
そ
う
だ

三
厩
小
３
年　

山
中　

優
空　
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Q

R
コ

ー
ド

は
㈱

デ
ン

ソ
ー

ウ
ェ

ー
ブ

の
登

録
商

標
で

す
。

EventCalendar３月外ヶ浜町行事カレンダー
3/

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
14/

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

外ヶ浜町の人口
人口 4793 ↓10

男 2282 ↓4

女 2511 ↓6

世帯数 2565 ↓2

令和８年１月 31 日現在 ※増減は先月

戸 

籍 

の 

窓 

口

【
１
月
受
付
分
】（
敬
称
略
）

■
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

村
上　

元
文
（
蟹
田
南
沢
）　

66
歳

　

白
石　

キ
ヌ
ヨ
（
蟹
田
南
沢
）　

88
歳

　

石
岡　

マ
リ
（
蟹
田
中
師
）　

84
歳

　

工
藤　

し
み
（
蟹
田
小
国
）　

88
歳

　

石
岡　

哲
子
（
蟹
田
石
浜
）　

78
歳

　

小
笠
原　

柄
雄
（
蟹
田
大
平
）　

87
歳

　

張
山　

國
義
（
蟹
田
丑
ヶ
沢
）　

83
歳

　

石
田　

繁
義
（
上
蟹
田
）　

81
歳

　

木
村　

ミ
ノ
リ
（
平
舘
野
田
）　

95
歳

　

最
上　

榮
子
（
平
舘
根
岸
）　

91
歳

　

長
谷
川　

聡
（
三
厩
釜
野
澤
）　

57
歳

ふれあい講座　英会話教室（蟹田公民館 18:00 ～）

公営住宅空き状況（ 戸数）
令和８年２月１日現在

外ヶ浜町役場建設課　☎ 0174 ｰ 31 ｰ 1226

新上蟹田団地
（上蟹田）

根岸小川団地
（平舘根岸小川）

新町団地（三厩新町） 公営住宅とは？

平屋　　１
２階建　３

平屋　　0
２階建　3

１階部屋　０
２階部屋　0
３階部屋　２

低所得者世帯に対して
賃貸する住宅です。
入居の際には、 所得要
件等の審査があります。

春分の日

ふれあい講座　英会話教室（蟹田公民館 18:00 ～）

ふれあい講座　英会話教室（蟹田公民館 18:00 ～）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

修了式・離任式（町内小・中学校）卒業証書授与式（町内中学校）

卒業証書授与式（町内小学校）

フィットネス教室・STRONG NATION
　（などわ～る 19:00 ～ 20:00）

フィットネス教室 ･ 体組成 ･ ベジチェック測定 / トトノウヨガ
　（などわ～る 18:30 ～ 20:00）


